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1. テ ーマ 選 定 理由
東洋大学（以下 「東洋」）経済学部（以下「経済」）国際経済学科（以下「国経」）のカリキュラ
ムポリシー（教育方針）は、経済学と共に語学教育を重視することを謳っている。その表れとして、2012
年度国経入学者のカリキュラムでは、1 年生春学期・秋学期、2 年生春学期の3 セメスターに
わたり、初習外国語であるドイツ語、フランス語、中国語のうち、いずれか1 カ国語が選択必修に
なっている。
1 年生用中国語科目は、発音や会話を中心に学ぶ「中国語I （総合）」（以下「中I 総」）と、文
法を中心に学ぶ「中国語I （文法）」（以下 「中I 文」）の2 科目があり、国経は2 科目共必修、第1
部経済学科（以下「1 経」）と総合政策学科（以下「総政D は完全選択である。「中I 総」「中I 文」






2 。 調 査方 法 の紹 介
2. 1 . 調査対象




択である1 経と総政の学生は自分でインテン以外のコースを選ぶ （インテンと4  ・ 6 コースの違い
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については第3 章第i 節で説明する）。
表1 一1 は調査対象を履修科目毎と所属学科毎、表1 －2 では入学方式毎、表1  －3 では入学方
式がセンター試験利用入試（以下［セ利用］）である履修者の詳細な内訳を示したものである。
表1 －1 ． 調査対象内訳 （履修 科目毎、所 属学科毎）
履修科目 ? 略称 ? 合計 ? 経 ? 国経 ? 国経再 ? 総政
中国語I （文法）・ 4 コース ? コース ?8 人 ? 人 ?6 人 ? 人 ? 人
中国語I （文法）（総合）・ 5 コース ?インテン ?9 人 ? 人 ?9 人 ? 人 ? 人
中国語I  （文法）・6 コース ? コース ?0 人 ?1 人 ?4 人 ? 人 ? 人
表1  －2. 調 査対 象内訳 （入学方式毎）
入学試験 ? 略称 ? 人数 ? コース ? インテン ? コース
3 教科総合入試 ? 教科 ?7 人 ?0 人 ?0 人 ?7 人
ペスト2 入試 ? ベスト2 ? 人 ? 人 ? 人 ? 人
3 月入試 ? 月 ? 人 ? 人 ? 人 ? 人
センター利用 ? セ利用 ?7 人 ?0 人 ? 人 ? 人
帰国生入試 ? 帰国生 ? 人 ? 人 ? 人 ? 人
留学生入試 ? 留学生 ? 人 ? 人 ? 人 ? 人
指定校推薦入試 ? 指定校 ? 人 ? 人 ? 人 ? 人
付属高校出身 ? 付属校 ? 人 ? 人 ? 人 ? 人
表1 －3 ． 調査対象 内訳 （センタ ー試験利 用入試で 入学 した履修者 のみ）
?ｪ称 ? コース ? インテン ? コース
センター試験利用前期4 教科 ? セ4 ? 人 ? 人 ? 人
センター試験利用前期3 教科 ? セ3 ? 人 ? 人 ? 人
センター試験利用前期ベスト2 ? セ前2 ? 人 ? 人 ? 人













まず、インテン履修者と4 ・6 コース履修者の違いについて説明しておく。4  ・ 6 コースがF 中I
総JF 中I 文」2 科目を異なる教員が異なる教材を用いて授業を行い、単位認定もそれぞれの教
員が行うのに対し、インテンだけは2 科目共に同一教員が同一教材を用いて授業を進め、単位認定
は2 科目一括で行う（すなわち2 科目共に単位取得できるか、あるいは2 科目共に単位取得できな
いか、のいずれかとなる）。従って、インテンは4  ・ 6 コースに比べて学習進度が速く、難易度も
高く、単位取得も困難であるが、単位取得できればハイレベルな中国語力が身に付くことになる。
第二言語習得研究では、同一環境の下で同一言語を学んでも学習者の成果に差が生まれる原因を













表2 －1 は、2012 年度春・秋学期に持ち込み一切不可で実施した 「中I 文」定期試験（各100 点
満点）の平均点をコース毎、所属学科毎に示したものである。なお、春学期第1  ・ 2 回、秋学期
第1 回の問題は全コース同一であるが、秋学期第2 回の問題はインテンと4  ・ 6 コースで半分が同
一、インテンはこの他に全く異なる範囲が倍ほど加わり、難易度も高い。春学期第3 回と秋学期第3
回はインテンのみ実施している。表2 －1 の見方であるが、4 コース春学期第2 回の平均点は表
131
表2 －1  . 定期試験平均点 （コース毎、 学科毎。どれ も100点満点、カッコ 内は前回 試験比の得点増 減）
?コース ?インテン ? コース ? 経 ? 国経 ? 国経再 ? 総政
春学期第1 回 ?6.5 点 ?1.9 点 ?7.3 点 ?8.9 点 ?8.4 点 ?1.1 点 ?5.5 点














春学期第3 回 ?72 点(
十3.1)






























2 一1 が示すように58.9点であり、この得点は同コース春学期第1 回よりも2.4点上昇した、という
ことである。
まず、3 つのコースの平均点を比較する。中国語適性の高い学生だけで構成したインテンの平 均
点は4  ・ 6 コースに比べ、共通する計4 回の試験中、春学期第2 回の6 コースを除いて上回ってい
る。また、定期試験は回を追う毎に出題範囲が増え、難易度も上がっているのだが、インテン の
平均点は4 ・6 コースを春学期第1 回では4.6～5.4点、春学期第2 回では10点、秋学期第1 回では22.3









注目したいのは総政の平均点の劇的な上昇である。秋学期第1 回の平均点は春学期第2 回を34 点
も上回っているが、この理由は履修者の質の変化にある。総政のカリキュラムでは 「中I 文」は完
全選択であるため、総政1 年生は春学期に4 コースで9 人、6 コースで2 人が履修していたが、秋
学期にはこのうち4 コースで5 人、6 コースで1 人が履修を止めた。秋学期に履修を止めた総政1
年生6 人の春学期第1 ・2 回の得点は8.81～41 点と極めて低得点に留まり、3 人は単位取得すらで
きなかったのに対し、秋学期も履修を継続した総政1 年生4 人の春学期第1 ・2 回の得点は64.7～
一132 －
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も良い」という話を聞いたことがあり、竹中2012. pl81でも1 経、国経、総政3 学科の同一試験に
おける平均点を比較したが、今回の調査結果同様、1 経が国経や総政よりも平均点が高いという結
果は得られなかった。しかし、1 経の履修者は国経ほどおらず（表1 －1 参照）、判断するには早
急なので、今後も観察を続けていく。
表2 －2 、表2 －3 は、2012年度春・秋学期に持ち込み一切不可で実施した「中I 文」定期試験
（各100点満点）の平均点をコース毎、入学方式毎に示したものである。表2 －2 、表2 －3 の見方




?t学期第1回 ?? 春学期第2 回 ??第3 回
?コース ?インテン ? コース ? コース ? インテン ? コース ? インテン






















セ4 ?2.2 点 ??4.8点(
十32.6)







































表2 －3 ．秋学期定 期試 験平均点（コース毎、入学方式 毎。どれも100点満点、カ ッコ内は 前回試験比の得点 増 減）
?H学期第1回 ?? 秋学期第2 回 ??第3  [a
?コース ?インテン ? コース ? コース ? インテン ? コース ? インテ ン













































































































～94.8点、3 月は50 ～92.4点、セ4 （センター試験利用前期4 教科）は52.2～94.6点、セ中2 （セ
ンター試験利用中期2 科目）は56 ～91.7点であり、東洋の学力考査およびセンター試験利用の一部
方式を経て入学した履修者の平均点は50点を下回ったことが一度も無い。これに対し、セ3    （セン















ス（クラス）のうち1 つを「中I 総」「中I 文」2 科目共に同一教員が同一教材を用いて授業を進め、2




表3. 週2 こまの中国語は同一教員が担当するのが良いか（2 択回答）
?コース（28人） ? インテン（19人） ? コース（30人）
全体 ?8 人（64.3％） ?6 人（84.2％） ?8 人（60 ％）
成績上位 ? 人（66.7％） ? 人（66.7％） ? 人（70 ％）
成績中位 ? 人（66.7% ） ? 人（83.1％） ? 人（44.4％）
成績下位 ? 人（60 ％） ? 人（100 ％） ? 人（63.6％）
表3 は 「週2 こまの中国語は同一教員が担当するのが良いか」という設問に対して「はい」と
回答した学生数をコース毎、春学期第1  ・ 2 回定期試験の成績毎 （上位、中位、下位）に示し た
ものである。表の見方であるが、「はい」と答えたのは表3 が示すように4 コースでは全体28人中18
人（64.3％）おり、その18 人の内訳は春学期第1  ・ 2 回定期試験の成績上位者に6 人（上位者の66.7
％）、中位者に6 人（中位者の66.7％）、下位者に6 人（下位者の60 ％）いる、ということである。
週2 こまの中国語を同一教員が担当することに賛成している履修者は、実際に週2 こまとも筆者
が担当しているインテンでは84.2％と比較的高く、実際には週2 こまを異なる教員が担当している4
 ・ 6 コースでも60～64.3％である。成績毎に見ても、6 コース成績中位者が44.4％と半数以下で
ある以外、6 割以上の支持率を上げている。東洋経済の中国語履修者はインテンの教育法を概ね支
持していると言える。
筆者は竹中2012.  pl88で同様の調査を行ったところ、今回の調査結果とは異なり、「週2 こまが





























?コース（28人） ? インテン（19人） ? コース（30人）
全体 ?3 人（82.1％） ?5 人（78.9％） ?1 人（70％）
成績上位 ? 人（88.9％） ? 人（83.3％） ? 人（70％）
成績中位 ? 人（88.9％） ? 人（83.3％） ? 人（77.8% ）
成績下位 ? 人（70 ％） ? 人（71.4% ） ? 人（63.6％）
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表5. 自分の中国語の成績は 他の学生の影響を受 けて いるか （2 択回答）
?コース（28人） ? インテン（19人） ? コース（30人）
全体 ? 人（28.6％） ?0 人（52.6％） ? 人（26.7％）
成績上位 ? 人（22.2％） ? 人（16.7％） ? 人（40％）
成績中位 ? 人（22.2％） ? 人（66.7％） ? 人（33.3％）
成績下位 ? 人（40％） ? 人（71.4％） ? 人（9.09% ）
表6. 他の学生がもっと優秀なら自分の成績ももっと伸びていたか（2 択回答）
?コース（28人） ? インテン（19 人） ? コース（30人）
全体 ? 人（10.7％） ? 人（42.1% ） ? 人（20％）
成績上位 ? 人（11.1％） ? 人（50 ％） ? 人（10％）
成績中位 ? 人（11.1％） ? 人（66.7％） ? 人（44.4％）
成績下位 ? 人（10％） ? 人（14.3％） ? 人（9.09％）
たか」という設問に対して「はい」と回答した学生数をコース毎、春学期第1 ・2 回定期試験の成
績毎（上位、中位、下位）に示したものである。表4 ～6 の見方は表3 の見方と同じである。
まず表4 を見るに 「能力別クラスに賛成」と答えた履修者は、コース毎に見ても成績毎に見









インテン成績中・下位者で6 ～7 割である以外は2 ～4 割台、「他の学生がもっと優秀なら自分も
もっと伸びていた」という履修者も、インテン成績上・中位者で5 ～6 割である以外は1 ～4 割台、


















中国語で「私」を意味する語ぱ 我”であり、ピンインでぱw6' と表記、「ウォー」 のように読
む。ピンインはその表記から連想される読み方が実際の発音とはかけ離れているものも多く、例え
ば“ian" は「イアン」ではなく「イエン」／zi" は「ジー」ではなく 「ツー」のように読む。　ピ ン
インは書く際にも規則がある。例えば三重母音“uei" は単独で音節を構成する時ぱwei" 、前に子










筆者が1 人でも多く の履修者に中国語検定試験（以下 「中検」）に合格して欲しいと考えているの
だが、この試験には必ず一定量のピンインが出題されるからである。「中検」とは1980 年代～日本
中国語検定協会が主催している中国語の能力を測る試験であり、中国語版英検とも言われている。












た学生が合格を目指せるレベルの「中検」準4 級、4 級、3 級には必ず毎回、ピンインに関する問
題が出題され、配点の2 割程度を占める。資料1 は「中検」準4 級リスニング問題の一例で、読み
上げられた中国語の音声と一致するピンイン表記を4 つの選択肢の中から選ぶという問題である。
【資料1 】これから読む(1ト(5) の中国語と一致するものを、それぞれ①～④の中から1 つ選び、そ
の番号に○を付けなさい。(第76回準4 級リスニング、10点)
（1 ） ① 皿(2
） ①xiao
（3 ） ① 岫
（4） ①ci(5)

















ピンイン表記は覚えておきさえすれば誰でも満点が取れる。準4 級、4 級、3 級の合格最低点は満
点 の6 割強だから、資料1 のようなピンインの読み方を問う問題で満点を確保しておけば、合格可
能性は格段に高まる。
表7 は「ピンインの読み書き規則が身に付いたか」、表8 は 「ピンインの読み書き規則を身に付
けるのは難しいか」という設問に対して「はい」と回答した学生数をコース毎、春学期第1  ・ 2 回
定期試験の成績毎（上位、中位、下位）に示したものである。表7 、8 の見方は表3 ～6 の見方と
同じである。
まず表7 を見るに 「ピンインの読み書き規則が身に付いた」と感じている履修者は、コース毎
に見ると5 ～6 割台と半数強で一致している。一方、成績毎に見ると、上位者では80 ～100 ％の高
きに達しているのに対し、中位者は4 ～5 割台、4 コースとインテンの下位者では2 割台に留まり、
成績下位者の方が「ピンインが身に付いていない」と感じている。 次に表8 を見るに 「ピンイン
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表7. ピンインの読み書き規則が身に付いたか（2 択回答）
?コース（28人） ? インテン（19人） ? コース（30人）
全体 ?5 人（53.6％） ?1 人（57.9％） ?9 人（63.6％）
成績上位 ? 人（88.9％） ? 人（100 ％） ? 人（80 ％）
成績中位 ? 人（55.6％） ? 人（50％） ? 人（44.4％）
成績下位 ? 人（20 ％） ? 人（28.6％） ? 人（63.6% ）
表8. ピンインの読み書き規則を身に付けるのは難しいか（2 択回答）
?コース（28人） ? インテン（19 人） ? コース（30人）
全体 ?0 人（71.4％） ? 人（36.8％） ?5 人（50 ％）
成績上位 ? 人（55.6％） ? 人（16.7％） ? 人（40 ％）
成績中位 ? 人（77.8％） ? 人（50 ％） ? 人（44.4％）
成績下位 ? 人（80 ％） ? 人（42.9％） ? 人（63.6％）
の読み書き規則を身に付けるのは難しい」と感じている履修者は、インテン成績上位者では16.7％
の低きに留まっているのに対し、インテン成績下位者と6 コース成績上・中位者では4 割、4 コー












?コース（28人） ? インテン（19人） ? コース（30 人）
全体 ?2 人（78.6％） ?4 人（73.7％） ?5 人（83.3％）
成績上位 ? 人（44.4％） ? 人（33.3％） ?0 人（100 ％）
成績中位 ? 人（88.9％） ? 人（100 ％） ? 人（66.7％）
成績下位 ?0 人（100 ％） ? 人（85.7％） ? 人（81.8％）
－140 －
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回ずつ全員で音読した後、履修者を1 人ずつ指名して1 ～3 単語ずつ音読させるのだが、ピンイン
はその表記から連想される読み方と実際の発音が大きくかけ離れているものも多いため、音読練
習の際、ピンイン“ian" “zi" “kui" の横に「イエン」「ツー」「ウェイ」と書き取っている履修者が
一定数見受けられたので、この調査を行ってみた。表9 を見るに、ピンインの読み方を仮名で書き
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